
2026年 6月 7日 (日 )聖霊降臨後第二主日
銀座教会・新島教会 主日礼拝

礼拝招詞 「その後 わたしはすべての人にわが霊を注ぐ。
あなたたちの息子や娘は預言し 老人は夢を見、若者は幻を見る。」

ヨエル書 3■主の祈り

交読詩編 詩編 103編 15～ 18節
人の生涯は草のよう。

野の花のように咲く。

風がその上に吹けば、消えうせ

生えていた所を知る者もなくなる。

主の慈しみは世々とこしえに     ′

主を畏れる人の上にあり

恵みの御業は子らの子らに

主の契約を守る人

命令を心に留めて行 う人に及ぶ。

使徒信条

讃美歌 73番  くすしき神、たえなる主よ

聖 書 マタイによる福音書 18章 21～ 35節
21そのとき、ペ トロがイエスのところに来て言つた。 「主よ、兄弟がわたしに対して罪を犯し

たなら、何回赦すべきでしょうか。七回までですか。」22イエスは言われた。 「あなたに言つ

ておく。七回どころか七の七十倍までも赦しなさい。23そ こで、天の国は次のようにたとえら

れる。ある王が、家来たちに貸した金の決済をしようとした。24決済し始めたところ、一万タ

ラントン借金している家来が、王の前に連れて来られた。25しかし、返済できなかったので、

主君はこの家来に、自分も妻も子も、また持ち物も全部売つて返済するように命じた。26家来

はひれ伏し、『 どうか待つてください。きつと全部お返しします』としきりに願つた。27その

家来の主君は憐れに思つて、彼を赦し、その借金を帳消しにしてやつた。28と ころが、この家

来は外に出て、自分に百デナリオンの借金をしている仲間に出会うと、捕まえて首を絞め、『借

金を返せ』と言つた。29仲間はひれ伏して、『どうか待つてくれ。返すから』としきりに頼ん

だ。80しかし、承知せず、その仲間を引つぱつて行き、借金を返すまでと牢に入れた。31仲間

たちは、事の次第を見て非常に心を痛め、主君の前に出て事件を残らず告げた。32そ こで、主

君はその家来を呼びつけて言つた。『不届きな家来だ。お前が頼んだから、借金を全部帳消しに

してやったのだ。33わたしがお前を憐れんでやつたように、お前も自分の仲間を憐れんでやる

べきではなかつたか。』34そ して、主君は怒つて、借金をすつかり返済するまでと、家来を牢

役人に引き渡した。35あなたがたの一人一人が、心から兄弟を赦さないなら、わたしの天の父

もあなたがたに同じようになさるであろう。」
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牧会祈祷

天の父なる神さま。6月 を迎えました。あなたの御前に立つとき、私たちの罪の深さ、弱さ惨

めさを知ります。あなたによつて赦されなければ平安に生きることはできません。御前に悔い改

め祈ります。小さな私たちを憐れみ、愛してくださり、顧みてくださつたことに気づき、御前に

懺悔し、赦されて生きる道をお与えください。入院されている方、自宅療養の方々がおられま

す。癒しの御手をお与えください。主イエス・キリス トの御名によつてお祈りします。アーメン

説 教 「神の赦 しによつて見える罪」                牧師 高橋 潤
マタイによる福音書 18章 21～ 35節

本日の御言葉は 「主の祈 り」の第 5の祈 り「我 らに罪を犯す者を我らが赦すごとく、

我 らの罪をも赦 したまえ」をより深く理解するために選ばれた聖書個所です。ここに登

場する家来は、莫大な負債を背負つています。支払 うべき負債があるのに、支払 うこと

が出来ないのです。自分の力ではどうにもならない 1万タラントンもの負債です。 1万

タラントンを換算すると約 6000億 円です。 6000億 円の負債を背負ったら返済計

画が立てられるでしょうか。聖書の時代、返済不能な負債を負った場合、自ら奴隷にな

るしか道はなかつたようです。返済不能な負債を背負って自由に平気でいられる人はい

ないでしょう。この莫大な負債を解決しなければ、人間として生きる自由も平安な日を

送ることもできないのです。

主の祈 りの第 4の祈 りは 「日毎の糧」としてのパンを求める祈 りでした。もちろんパ

ンも必要ですが、パンがいくらあつても莫大な借金を抱えていたら、楽しく食べること

など出来ないのです。生きるためには命のパンも必要ですが、魂の平安なしには健康で

生きる事が出来ないのです。聖書ではこの負債は、ありのままの人間の罪としてとらえ

ています。罪の赦 しがなければ生き生きと生きる事は出来ないのが人間なのです。罪の

赦 しがなければ、安らかに生きる事も、平安のうちに死ぬことも出来ないのです。

莫大な負債を負っている家来は、王の憐れみによつて、 6000億 円の負債を免除さ

れました。王はこの莫大な負債を免除し赦 したのです。しかし、王はこの莫大な借金を

赦 された家来が王を離れてから僅か 100デ ナ リオン、約 100万 円の借金を返さない

仲間を赦さず牢屋に入れたという話しを聞きました。神に赦された者が隣人を赦せない

のです。私たち自身は、この家来を他人事といえるでしょうか。

主イエスは、莫大な負債を赦された者が仲間を赦せない者であることを心にとめて、

「我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく、我 らの罪をも赦 したまえ」と主の祈 りを祈る

ように教えていると思います。

宗教改革者マルチン・ルターは、この主の祈 りの第 5の祈 りについて「キリス ト者の

最も難しい祈 りの一つ」といいました。ルターは私たちが 「神を信 じる」と告白する以

上に「人を赦す」ことの難 しさを理解しているのです。私たちの信仰生活の中で、罪と

赦 しは、人間の中心問題であり、この罪の赦 しを求める祈 りは重要な課題なのです。

この主の祈 りを理解する難 しさは「我らが赦すごとく」の「ごとく」とい う言葉をど

のように理解するかという問題です。さらには主の祈 りの罪について 「我らの罪」と祈
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る、この罪についての理解にあると思います。

「主の祈 り」の中の「我らに罪を犯す者を、我らが赦すごとく、我らの罪をも赦 した

まえ」の「ごとく」は、普通 「～のように」あるいは 「～と同じように」という意味で

理解される言葉です。つまり「私たちが、自分に罪を犯した人を赦 したように、神よ、

私たちの罪も赦 してください」という意味になります。このように理解すると、私たち

が誰かを赦すことが第一条件となり、その条件を満たしたので赦 してくださいという順

番になります。私たちが赦すか赦さないかが、その後の神の赦 しを左右することになつ

てしまいます。具体的にいうと、私たちが 100万 円赦すか赦さないかが、私たちの6
000億 円の借金が赦 されるかどうかを決めることになるということです。もしそうで

あればだれでも仲間を赦すに違いありません。主の祈 りの「ごとく」は～のようにと、

私たちの行動を条件 としていると理解してはならないのです。

「ごとく」は条件ではなく、私たちが日常生活の中で赦すことが神の赦 しとつながつ

ていることです。神の赦 しと私たちの人間同士の赦 しが切 り離されていないようにとい

う言葉として理解 しなければなりません。

あの家来は、莫大な負債を赦された神の赦 しと、 100万 円を返済しない仲間の問題
を切 り離 していることが問題なのです。王に対してはひたすら赦 しを求めながら、自分

は断固として赦さない態度で生きるとすれば、多額の借金を赦されながら、仲間を赦さ

ない家来と同じことになるのです。この家来が仲間を赦さず、神に赦 しを祈 り求めるな

らば、その祈 りは不誠実極まりないことになるのです。私たちが神に対して誠実に祈る

のであれば、私たちが赦された者として赦 しに生きることに結びついていくのではない

でしょうか。神を愛することと、兄弟姉妹を愛することと切 り離せなくなるのです。主

の祈 りの第 5の祈 りは、私たちの赦 しが条件とされているのではなく、神の赦 しを信 じ

て神に愛され赦された者として、誠実に神に赦 しを求める姿勢を求める祈 りなのです。

主の祈 りは、神の恵みと赦 しを受けた者の応答の祈 りです。神に対して 「恩知らず」

な態度では祈れないのです。ゆえに、主の祈 りの 「ごとく」は神に愛され赦 された者と

して、仲間を赦 して生きるために教えられているのです。

ここで重要なことは、自分は赦せないから祈れないと祈ることをあきらめないことで

す。 「完全に赦せた人だけが祈れる」と思い込んだり誤解 しないことです。私たち人間

には、どうしても赦せない傷があります。裏切 り、暴力、深い悲しみなど簡単には赦せ

ないのです。にもかかわらず主の祈 りは、 「神よ、あなたに赦されながら、私も赦す者

になりたいのです」という祈 りとして、赦せない私たちを主にあつて赦せる者に造り変

えてくださいとい う神への願いをこめて祈るのです。ゆえに、 「ごとく」は、 「同じ心

へ導いてください」 「あなたの赦しにならわせてください」という願いとして理解 して

よいと思います。

「主の祈り」に出てくる「罪」とは、どのように理解したらよいのでしょうか。聖書の罪は、

単に法律違反や道徳的失敗だけを意味しているのではありません。そうではなく、もつと深く、

この家来が王の愛と憐れみの赦しをなかったかのように生きて「神との関係の破れ」をさらけ出

していたように、神との関係の破れが罪なのです。主の祈りで、「我らの罪をも赦したまえ」
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(または「負い目を赦したまえ」)と祈りますが、ここで使われている「罪」「負い目」という

言葉には、二つの理解があります。

第一は「罪 (sins)」 としての理解です。ルカによる福音書 11章では、「わたしたちの罪を

赦してください」と記されています。この「罪」は、ギリシア語で「ハマルティア」という言葉

で、「的を外す」という意味があります。つまり、神が願う方向から外れて、本来あるべき愛や

真実からそれてしまう姿です。罪とは、悪事をしただけでなく、神を忘れ、隣人を愛せない、自

分中心になる、いわば倣慢な生き方です。この世の恐れや憎しみに支配されて、神の愛と恵みを

忘れてしまうことです。罪とは「犯罪」という響きより「人間のゆがみ」なのです。神の御前に

私たちは自己中心の罪を悔い改め、赦されなければならない罪人なのです。

第二は、「負い日 (debts)」 としての罪理解です。マタイによる福音書 6章では「わたした

ちの負い目を赦してください」と記されています。この負い目の原語は「オフェイレーマ」と発

音します。 「借り。負債」という意味です。これは、神と人への愛を十分に果たしていない「負

債」を表します。つまり、なすべき愛の行いをしなかつた、愛する責任を怠った、神から受けた

赦しに応答しなかつた、という意味が含まれています。聖書では「悪をしたこと」だけでなく、

「なすべき善をしないこと」も罪と理解されます。マタイによる福音書 25章 45節 「そこで、

王は答える。『はつきり言つておく。この最も小さい者の一人にしなかったのは、わたしにし

てくれなかつたことなのである。』」

主の祈りの罪は、私個人の罪でしょうか。そうではないことを確認したいと思います。主イエ

スが私たち一人一人を見つめながら、私たち「共同体」の罪を見ているのです。「主の祈り」

は、「わたしの罪」ではなく「我らの罪」と祈ります。ここがとても大切なのです。つまり人

間を孤立した個人ではなく、人と人との関係の中、社会、共同体、世界の中で見ています。憎し

みの連鎖、不正義、差別、戦争、無関心なども「我らの罪」として祈る対象になります。

罪の中心問題は、人間が「神のようになろうとすること」です。キリスト教では、罪の根本に

は自分が中心になろうとすることがあります。創世記のアダムとエバの物語でも、「神のように

なろう」としたことが象徴的に描かれています。つまり罪とは「神なしでも生きられる」「自分

が最終的判断をする者だ」「自分だけが正しい」という、人間の自己中心性なのです。

主の祈りで「罪の赦し」を祈るのは、「神から離れてしまう私たちを、もう一度神との交わり

に戻してください」という祈りなのです。神のみ前に立ち返り、謙虚に祈り、神の赦しに応えて

歩むことを求めて祈り続けたいと願います。

讃美歌 308番  いのりは日より いでこずとも

544番

主があなたを祝福 し、あなたを守られるように。

主が御顔を向けてあなたを照らし あなたに恵みを与えられるように。
主が御顔をあなたに向けて あなたに平安を賜るように。
主イエス・キジストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、

あなたがた一同と共にあるように。            アーメン
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